
エポキシ樹脂塗装鉄筋の性質 

１、 品質規定 
土木学会が、2003 年に「エポキシ樹脂塗装鉄筋を用いる鉄筋コンクリートの設計施工指針［改訂版］ 

216 ページ」を出しています。 
 

２、 誤解 
現在のエポキシ樹脂塗装鉄筋は、高い性能を有しています。 

・許容付着力 
 下記の図は、エポキシ樹脂塗装鉄筋の指針改訂小員会の委員長（武若先生 鹿児島大学）が実験したデー
タです。すべり量 0.04 ㎜時（構造物に悪影響を与えないすべり量）の付着応力度は普通鉄筋（図では異形鉄筋）
とほとんど変わりません。また、近年は塗料面に凹凸加工をした高付着型のエポキシ樹脂塗装鉄筋(AG-
ノンスリップ EP)も生産されており、こちらは普通鉄筋より高い付着力があります。弊社の長寿ハイブ
リッド補強土では、高付着型の補強材を使用します。 
 【設計値】土木学会の指針 2003 年は、「無塗装鉄筋の 85％以上」と規定しています。これは、指針改

定時の調査から 90％近くが確保されていたためです。高付着型では、普通鉄筋より高い付着力がある
ので、100％の付着力が妥当と考えられます。 
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鉄筋径D22
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鉄筋径D19
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安治川鉄工（株）パンフレット 2025 年 

高付着型エポキシ樹脂塗装鉄筋 



・耐用年数 
 エポキシ樹脂塗装鉄筋の耐用年数は、使用環境で変化するため一概には言えません。参考までに、第
二名神栗東橋下部工事（橋脚）では、高強度のコンクリートとの組み合わせで、適切に管理すれば 300
～500 年にもわたって供用できるとされています（日経コンストラクション 2001 年 10 月 26 日号ｐ46）。 
 
・塗膜の損傷 
 エポキシ樹脂塗装鉄筋の塗膜は、配筋した上を歩いたりコンクリートを流し込んだりしても損傷しま
しません。ただし、叩いたり引きずったり、荷下ろしの時に一点吊りをした場合など、不適切な扱いを
した場合には塗膜が損傷します。注意しても塗膜が損傷した場合は、1 ㎟以上の損傷面積の場合には、
専用補修材で補修する必要が有ります。塗膜損傷面積が 25 ㎟を超えると、塩分環境下のコンクリートで
塗装鉄筋が腐食する傾向が判明しています。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・メッキ鉄筋とエポキシ樹脂塗装鉄筋の比較 
 メッキした鉄筋は、ph12 以上の高アルカリ性環境ではメッキ皮膜が溶解します（日本溶融亜鉛鍍金協

会）。このために、土木学会は、メッキした鉄筋の長期的な使用を不可としています（亜鉛めっき鉄筋を用

いるコンクリート構造物の設計・施工指針（案）2019 年 土木学会）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                 令和 7 年 8 月 21 日 
                                  長寿補強土㈱ 

エポキシ樹脂塗装鉄筋の工事現場 

建設後 20 年経過したメッキ補強材 
（メッキは溶解し残ってはいない） 

メッキ鉄筋 

エポ筋 

コンクリートの内部である
Ph12 以上の環境ではメッ
キ皮膜は溶解する。 
（日本溶融亜鉛鍍金協会） 


